


肥
沃
な
平
坦
地
に
古
代
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
発
達
し
て
き
た
神
戸
町

　
濃
尾
平
野
の
北
部
に
位
置
す
る
神
戸
町
は
、
古

く
か
ら
稲
作
が
盛
ん
な
地
域
で
、
古
代
か
ら
中
世

に
か
け
て
は
、
延
暦
寺
領
平
野
庄
と
し
て
文
化
・

経
済
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
岐
阜
市
・

大
垣
市
に
近
い
こ
と
か
ら
、
工
場
誘
致
や
住
宅
地

が
増
加
し
都
市
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

揖斐川より神戸町を望む

日吉神社 １

地
域
の
歴
史

斐
郡
大
野
町・
旧
川
合
村
）
ま
で
の
道
筋
が

神
戸
町
を
通
っ
て
お
り
、
当
地
が
発
展
す

る
一
因
と
な
り
ま
し
た
。

律
令
国
家
の
基
礎
を
な
し
た
行
政
区

分
で
は
、
当
地
は
初
め
味あ

は
ち
ま
の
こ
お
り

蜂
間
評
、
後
に

安あ
は
ち
ま
の
こ
お
り

八
磨
郡
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
天
智
天

皇
の
後
継
を
、
皇
弟
大
海
人
皇
子
と
皇
子

大
友
皇
子
が
争
っ
た
壬
申
の
乱（
六
七
二
）

に
お
い
て
、
大
海
人
皇
子
は
三
人
の
舎
人

に「
急
に
美
濃
国
に
往
り
て
、
安
八
磨
郡
の

湯ゆ
の
う
な
が
し
お
お
の
お
み
ほ
む
ぢ
 

沐
令
多
臣
品
治
に
告
げ
て
、
機
要
を
宣

ひ
示
し
て
、
先
ず
当
郡
の
兵
を
発
せ
。
仍
、

国
司
等
に
経
れ
て
、
諸
軍
を
差
し
発
し

て
、
急
に
不
破
道
を
塞
げ
。」
と
命
じ
た
と

『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
八

磨
郡
は
、
現
在
の
安
八
郡
と
大
垣
市
の
大

部
分
及
び
揖
斐
郡
南
部
に
あ
た
る
平
坦
地

を
占
め
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の
大
部
分
が

湯ゆ
の
む
ら

沐
邑
と
い
う
皇
子
の
私
領
的
性
格
の
強

い
地
域
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
戸
町
に
は
、
古
代
の
土
地
区
分
で
あ

る
条
里
制
の
存
在
を
示
す
五
条
・
八
条
と

い
っ
た
地
名
が
残
っ
て
お
り
、
近
年
の
土

古
代
か
ら
開
け
て
い
た
神
戸
町

岐
阜
県
安
八
郡
神
戸
町
は
濃
尾
平
野
の

北
西
部
に
位
置
し
、南
北
七.
二
㎞
東
西
四.

一㎞
と
南
北
に
三
角
形
を
し
た
肥
沃
な
平
坦

地
に
あ
り
ま
す
。
西
に
伊
吹
山
系
、
北
に

白
山
山
系
を
望
み
、
東
に
揖
斐
川
の
清
流
、

南
に
濃
尾
平
野
が
広
が
る
、
古
く
か
ら
開

け
て
い
た
地
域
で
す
。

原
始
・
古
代
の
遺
跡
や
出
土
品
は
、
揖

斐
川
沿
い
の
落
合・
斉
田
か
ら
弥
生
時
代
後

期
の
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
扇
状
地

上
の
北
部
地
域
は
、
出
土
品
は
少
な
い
も

の
の
、
早
く
か
ら
開
け
て
い
た
池
田
町
に

接
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
南
部
よ
り
早
く

人
が
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
和
朝
廷
の
支
配
が
全
国
に
及
ぶ
に
伴

っ
て
官
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
都
か
ら

滋
賀・
美
濃・
信
濃
の
国
府
を
結
ん
で
東
国

に
通
じ
る
東
山
道
も
そ
の
一
つ
で
、
延
喜

式
に
は
美
濃
の
駅
と
し
て
不
破・
大
野・
方

県
・
各
務
・
・
・
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
不

破
駅（
大
垣
市
青
墓
辺
り
）
か
ら
大
野（
揖

地
改
良
以
前
に
は
、
南
北
と
東
西
方
向
に

等
間
隔
で
平
行
に
伸
び
る
道
路
が
あ
り
ま

し
た
。
条
里
制
に
つ
い
て
は
、
律
令
国
家

の
経
済
的
な
基
礎
で
あ
る
班
田
収
受
制
の

基
盤
と
し
て
施
行
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
最
近
の
研
究
で
は
、
班

田
収
受
制
と
条
里
制
に
は
直
接
的
な
関
係

は
な
く
、
墾
田
永
年
私
財
法
の
施
行
で
盛

ん
と
な
っ
た
富
豪
や
有
力
寺
社
に
よ
る
農

地
開
発
の
過
程
で
条
里
制
が
広
ま
っ
た
と

す
る
説
が
有
力
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
神
戸
町
は
古
代
か
ら
耕

地
の
開
発
が
進
ん
で
い
た
先
進
地
域
で
、

安
八
磨
郡
の
郡
家
が
神
戸
町
神
戸
付
近
に

あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
神
戸
の
地
名
は
郡
所・

郡
戸
か
ら
転
化
し
た
と『
濃
飛
両
国
通
史
』

に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

平
野
庄
の
興
亡

安
八
磨
郡
の
大
領
で
あ
っ
た
安
八
大
夫

安
次
は
、
弘
仁
八
年（
八
一
七
）
天
台
宗
の

開
祖
・
最
澄
に
、
当
地
で
の
滞
在
を
望
み
、

善
学
院
を
建
立
し
ま
し
た
。
こ
の
折
、
最

澄
は
自
ら
神
像

を
彫
刻
し
て
比

叡
山
坂
本
の
日

吉
神
社
を
勧
請

し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
当

地
に
は
他
に
も
、

勧
学
院
や
瑠
璃

光
寺（
後
に
臨
済

宗
）、
信
願
寺（
後
に
浄
土
真
宗
）、
性
顕
寺
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（
後
に
浄
土
真
宗
）
な
ど
最
澄
が
建
立
に
関

わ
っ
た
と
伝
わ
る
寺
院
が
多
く
あ
り
ま
す
。

平
安
時
代
以
降
に
は
、
日
吉
神
社
、
善

学
院
、
勧
学
院
を
中
軸
と
し
て
、
延
暦
寺
領

平
野
庄
が
発
展
し
て
い
ま
す
。
平
野
庄
の
起

源
や
範
囲
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
神
戸

町
の
ほ
と
ん
ど
が
庄
域
に
含
ま
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
平
野
庄
の
山
門
衆
徒・
日
吉
神
社

神
人
は
比
叡
山
の
権
威
を
後
ろ
盾
と
し
て
、

庄
園
拡
張
を
図
っ
て
い
き
ま
し
た
。

中
世
の
平
野
庄
に
つ
い
て
は
史
料
が
少

な
く
隆
盛
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

応
仁
の
乱（
一
四
六
七
～
一
四
七
七
）
で
は

美
濃
守
護
土
岐
成
頼
が
京
都
へ
の
補
給
路

を
確
保
す
る
た
め
平
野
庄
を
押
さ
え
て
お

り
、
延
暦
寺
の
権
威
が
行
き
届
か
な
く
な

っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
織
田
信

長
の
美
濃
進
出
に
よ
っ
て
、
平
野
庄
は
全

く
消
滅
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

東
山
道
の
要
所
で
あ
っ
た
神
戸
は
、
日
吉

神
社
の
神
人
の
商
活
動
が
基
礎
と
な
っ
て

門
前
町
が
発
達
し
て
い
き
ま
し
た
。

揖
斐
川
流
路
の
変
遷

現
在
、
神
戸
町
の
東
端
を
流
れ
て
い
る

揖
斐
川
で
す
が
、
か
つ
て

は
池
田
町
杉
野
か
ら
南

西
に
流
れ
、
池
田
町
六
之

井・
八
幡・
市
場
を
経
て
、

さ
ら
に
大
垣
市
赤
坂
の
東

を
通
り
、
そ
れ
よ
り
下
流

は
現
在
の
杭
瀬
川
の
河
道

を
流
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
杉
野
付
近
で
揖
斐
川
右
岸
に

合
流
し
て
い
た
粕
川
が
土
砂
を
東
に
押
し

出
し
、
次
第
に
揖
斐
川
の
流
れ
を
東
に
移

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
が
、
享
禄
三

年（
一
五
三
〇
）
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
、
杉

野
の
東
で
南
東
方
向
に
変
わ
り
現
在
の
流

路
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
享
禄
三
年
の
大
洪
水
は
、
根
尾

川
の
河
道
も
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
本
巣
市
中
央
部
を
南
流
し
北
方
町
を

経
て
瑞
穂
市
生
津
で
長
良
川
に
合
流
す
る

糸
貫
川
筋
を
本
流
と
し
て
い
た
根
尾
川
は
、

洪
水
に
よ
っ
て
、
本
巣
市
山
口
の
西
方
、

藪
地
内
を
突
き
抜
け
て
西
南
に
向
か
い
、

落
合
の
東
で
揖
斐
川
に
合
流
す
る
新
し
い

流
路・
藪
川（
現
根
尾
川
）
が
生
じ
ま
し
た
。

こ
の
大
規
模
な
河
道
変
更
は
、
神
戸
町

域
で
壊
滅
的
な
被
害
を
出
し
た
は
ず
で
、

平
野
庄
の
衰
微
の
一
因
に
こ
の
大
災
害
を

挙
げ
る
説
も
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
神
戸
町

関
ヶ
原
の
戦
い
時
点
で
の
西
美
濃
は
、

岐
阜
城
の
織
田
秀
信
を
始
め
十
九
の
領
主

が
分
立
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
西
軍
に

組
し
除
封
と
な
り
ま
し
た
。
替
わ
っ
て
配

置
さ
れ
た
大
名
・
旗
本
も
小
領
主
で
改
易
・

移
封
も
多
く
複
雑
な
所
領
関
係
が
生
じ
て

い
ま
し
た
。
神
戸
町
域
も
江
戸
時
代
初
期

に
は
、
八
領
主
と
寺
社
領
に
分
割
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
末
期
に
は
、
旗
本
領
一
村・

尾
張
藩
領
四
村
と
そ
れ
以
外
は
大
垣
藩
領

へ
と
変
遷
し
て
い
き
ま
し
た
。

神
戸
の
門
前
町
は
、
東
山
道
に
替
わ
っ

て
中
山
道
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
交
通
の

要
所
と
し
て
の
地
位
を
失
い
ま
し
た
が
、

依
然
西
美
濃
に
お
け
る
物
資
集
散
の
中
心

地
で
し
た
。
門
前
町
の
町
並
み
は「
大
門
通

九
町
九
間
」
と
い
わ
れ
、
日
吉
神
社
正
面

に
幅
約
十
五
ｍ
の
大
通
り
が
あ
り
、
商
家

が
軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
寛
永
十
八
年

（
一
六
四
一
）
以
降
、
商
人
は
尾
張
藩
に
地

子
銀
四
九
三
匁
を
上
納
し
、
代
償
と
し
て

尾
張
藩
は
新
し
い
市
場
の
開
設
を
許
さ
ず

市
を
保
護
し
て
い
ま
す
。

明
治
か
ら
現
代
へ

明
治
二
二
年（
一
八
八
九
）
の
町
村
制
施

行
に
よ
っ
て
、
神
戸
村（
四
村
合
併
）・
斎
田

村（
二
村
合
併
）・
加
納
村（
二
村
合
併
）
が

成
立
、
そ
の
他
の
村
々
は
独
立
村
と
し
て

存
続
し
ま
し
た
。明
治
三
〇
年（
一
八
九
七
）

に
神
戸
町（
明
治
二
五
年
町
制
施
行
）・
北
平

野
村・
下
宮
村・
南
平
野
村
の
一
町
三
村
に

統
合
さ
れ
、
昭
和
二
五
年（
一
九
五
〇
）
神

戸
町
と
北
平
野
村（
一
部
除
く
）
合
併
、
昭

和
二
九
年
に
神
戸
町・
下
宮
村・
南
平
野
村

（
一
部
除
く
）
が
合
併
し
て
ほ
ぼ
現
在
の
神

戸
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
を
通
し
て
、
こ
の
地
域
一
帯

の
商
業
中
心
地
で
あ
っ
た
神
戸
の
門
前
町

は
、
明
治
一
七
年
池
野
村（
池
田
町
池
野
）

に
市
場
が
開
設
さ
れ
る
と
、
次
第
に
衰
退

し
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
以
降
も
稲
作
を
中
心
と
し
て
い
た

農
業
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
、
施
設

園
芸
が
盛
ん
と
な
り
、
特
に
バ
ラ
は
中
部

地
方
随
一
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
豊
富
な
工
業
用
水
を
利
用
し

た
繊
維
産
業
が
発
達
し
、
昭
和
四
五
年
の

工
業
団
地
の
完
成
後

は
、
機
械
金
属
・
窯
業

が
伸
び
、
製
造
品
出
荷

額
も
飛
躍
的
に
伸
張
し

ま
し
た
。
一
方
で
、
大

垣
・
岐
阜
方
面
の
ベ
ッ

ト
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口

が
増
加
し
都
市
化
が
急

速
に
進
み
ま
し
た
。
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揖
斐
川
扇
状
地
に
位
置
す
る

　
　
　
　神
戸
町
の
治
水
と
利
水

　
神
戸
町
の
北
部
一
帯
は
揖
斐
川
の
扇
状
地
で
、

灌
漑
用
水
の
確
保
に
腐
心
し
て
き
た
水
旱
地
で
す
。

　
一
方
、
南
部
の
地
域
は
低
湿
地
で
、
常
習
冠

水
地
帯
と
な
っ
て
お
り
、
水
と
の
闘
い
を
繰
り

返
し
て
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
治
水
・
利
水
の
課
題

は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
よ
う
や
く
解
消

さ
れ
ま
し
た
。

揖斐川（丈六道付近）

安次・石原家の夜叉堂

東平野井川

３

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

北
高
南
低
の
神
戸
町

　

濃
尾
平
野
の
最
北
部
に
位

置
し
、
揖
斐
川
扇
状
地
の
一

画
を
占
め
る
神
戸
町
は
、
山

地・
丘
陵
地
が
無
く
全
体
に
平

坦
な
地
形
で
す
が
、
標
高
は

北
が
高
く
南
ほ
ど
低
地
と
な

る
緩
や
か
な
傾
斜
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。
北
部
の
横
井
か

ら
海
抜
一
五
ｍ
の
福
井・
更
屋

敷
を
結
ん
だ
地
域
は
、
横
井

を
扇
頂
と
す
る
扇
状
地
で
す
。

 

　

こ
の
扇
状
地
は
、
揖
斐
川
が

洪
水
を
生
じ
た
際
、
流
路
を

変
え
て
網
状
に
流
れ
、
運
ん

で
き
た
土
砂
が
堆
積
し
て
で

き
た
も
の
で
す
。
扇
状
地
よ

り
南
部
の
地
域
は
、
揖
斐
川

洪
水
で
で
き
た
氾
濫
平
野
で
、

低
湿
地
と
な
っ
て
お
り
、
集

落
は
揖
斐
川
に
沿
っ
て
で
き

た
自
然
堤
防（
二
～
三
ｍ
）
上

に
発
達
し
て
き
ま
し
た
。

神
戸
町
の
用
水
事
情

　

扇
状
地
は
、
水
の
浸
透
性
が
高
い
砂
礫

が
堆
積
し
て
い
る
の
で
、
神
戸
町
北
部
で

は「
ざ
る
か
ご
田
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
保

水
力
の
低
い
田
地
が
多
く
、
さ
ら
に
わ
ず

か
な
日
照
り
で
も
揖
斐
川
の
流
れ
が
細
く

な
り
、
灌
漑
用
水
の
確
保
を
困
難
に
し
て

き
ま
し
た
。

　

泉
鏡
花
の
戯
曲「
夜
叉
ヶ
池
」
の
題
材
に

も
な
り
、
広
く
知
ら
れ
る「
夜
叉
ヶ
池
の
雨

乞
い
伝
説
」
は
、
平
野
庄（
神
戸
町
）
が

大だ
い
か
ん
ば
つ

旱
魃
に
見
舞
わ
れ
、
郡
司
の
安
八
太
夫

安
次
が
、
小
さ
な
蛇
に「
も
し
そ
な
た
が
雨

を
降
ら
せ
る
の
な
ら
、
私
の
大
切
な
娘
を

与
え
よ
う
。」
と
願
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
物
語

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。（
安あ

ん
ぱ
ち
だ
ゆ
う
や
す
つ
ぐ

八
太
夫
安
次
は
、

平
安
時
代
初
期
に
実
在
し
た
人
物
で
す
が
、

民
間
伝
承
を
拾
っ
て
伝
説
が
作
ら
れ
た
の

は
江
戸
時
代
で
す
。）
こ
の
伝
説
か
ら
、
古

代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
当
地
域
が
水

不
足
に
苦
し
ん
で
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

　

神
戸
町
の
河
川
は
、
東
に
揖
斐
川
が
流

れ
、
池
田
町
杉
野
で
揖
斐
川
か
ら
取
水
す

る
平
野
井
川
が
町
の
中
心
部
を
縦
貫
し
て
、

下
流
部
は
大
垣
輪
中
堤
に
沿
っ
て
流
れ
再

び
揖
斐
川
に
流
入
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

東
平
野
井
川・
菅
野
川・
豊
後
川
な
ど
の
小

河
川
が
町
内

を
流
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら

の
河
川
か
ら

取
水
す
る
用

水
路
が
張
り

巡
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ

の
地
域
で
の

用
水
路
開
削
の
歴
史
は
古
く
、
嘉
永
三
年

（
一
一
八
四
）
七
月
一
〇
日
に
日
照
り
に
苦

し
ん
だ
人
々
が
、
源
頼
朝
に
井
水
の
開
削

を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
頼
朝
は
平
野
只
八

に
井
水
を
作
ら
せ
、「
久
瀬
川
の
流
れ
が

絶
え
な
い
か
ぎ
り
、
永
久
に
一
国
の
領
主

で
も
平
野
井
に
乱
妨
す
る
こ
と
を
許
さ
な

い
。」
と
指
令
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

複
雑
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
用
水
は
、
取

水
堰
の
位
置
や
取
水
量
を
巡
っ
て
、
上
下

流
や
隣
接
す
る
村
々
の
間
に
利
害
関
係
が

生
じ
、
数
多
く
の
水
争
い
が
江
戸
時
代
に

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
主
だ
っ
た
紛
争
と
し

て
は
、
万
治
三
年（
一
六
六
〇
）
か
ら
元
禄

二
年（
一
六
八
九
）
頃
ま
で
続
い
た
神
戸
村

井
水
場
の
拡
張
を
め
ぐ
る
神
戸・
下
宮
村
と

横
井
・
田
・
安
次
・
丈
六
道
村
の
紛
争
が
あ

り
ま
し
た
。
神
戸
・
下
宮
村
の
井
水
場
は

四
ヶ
村
の
川
原
に
あ
り
ま
し
た
が
、
実
態

は
余
り
水
を
も
ら
う
程
度
で
あ
っ
た
の
が
、

井
水
場
の
拡
張
整
備
を
図
っ
た
た
め
、
紛

争
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

宝
暦
四
年（
一
七
五
四
）
頃
か
ら
平
野
井

組
と
揖
斐
井
組
の
間
で
始
ま
っ
た
井
水
場

の
位
置
に
つ
い
て
の
紛
争
で
は
、
双
方
が

実
力
行
使
に
及
び
、
江
戸
の
奉
行
所
に
提

訴
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
季
取
水
期
に
降
雨
が
少
な
い
と
揖
斐



平野井川（平野井川大橋より）

石垣のある民家（斉田地区）

上流改修による揖斐川新河道

現在の大垣輪中堤防（瀬古地区）

揖斐川・呂久地先の河道付替木曽川上流改修による築提箇所

４

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

川
の
流
量
が
減
っ
て
水
不
足
に
な
る
当
地

域
の
用
水
事
情
は
、
明
治
以
降
も
変
わ
ら

ず
、
昭
和
一
五
年
揖
斐
川
上
流
に
西
平
ダ

ム
が
完
成
し
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
解
消

に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
横
山
ダ
ム

建
設
と
西
濃
用
水
の
整
備
に
よ
っ
て
、
安

定
し
た
用
水
の
確
保
が
実
現
し
ま
し
た
。

常
習
冠
水
地
帯
で
あ
っ
た
神
戸
町
南
部

　

北
高
南
低

の
地
形
で
あ

る
神
戸
町
は
、

南
端
を
大
垣

輪
中
の
堤
防

が
横
切
り
、

こ
の
輪
中
の

外
側
を
流
れ

て
揖
斐
川
に

流
入
す
る
平
野
井
川
な
ど
の
周
辺
は
常
習

冠
水
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
も
と
も

と
神
戸
町
に
面
す
る
揖
斐
川
右
岸
堤
防
は
、

平
野
井
川
か
ら
上
流
部
が
霞
堤
と
な
っ
て

お
り
、
頻
繁
に
氾
濫
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
数
多
く
の

被
害
記
録
と
と
も
に
、
堤
防
や
猿
尾
な
ど

の
整
備
が
文
書
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

う
し
た
治
水
工
事
は
対
岸
の
村
々
や
上
下

流
の
村
々
と
の
間
で
利
害
関
係
が
生
じ
る

た
め
、
抜
本
的
な
改
修
は
困
難
で
破
損
箇

所
の
修
復
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
例
え
ば
、

宝
暦
一
〇
年（
一
七
六
〇
）
一
一
月
、
横
井・

田
・
安
次
・
丈
六
道
・
神
戸
の
五
ヶ
村
は
、

横
井
村
の
猿
尾
を
延
長
し
、
そ
れ
よ
り
下

流
の
神
戸
村
一

番
猿
尾
ま
で
の

間
に
流
籠
を
敷

設
す
る
よ
う
に

願
い
出
ま
し
た

が
、
対
岸
三
ヶ

村
と
利
害
が
相

反
す
る
の
で
交

渉
が
行
わ
れ
、

三
ヶ
村
側
も
新

た
な
治
水
工
事
を
行
う
こ
と
で
決
着
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
神
戸
村
は

対
岸
の
工
事
が
行
わ
れ
る
と
水
が
強
く
当

た
る
の
で
、
さ
ら
に
流
籠
を
築
き
た
い
と

申
し
い
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
右
岸
か
ら
の
流
入
以
上
に
頻
繁

に
被
害
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
大
垣
輪
中

堤
に
沿
っ
て
流
れ
る
平
野
井
川
の
氾
濫
で

し
た
。
平
常
時
に
は
揖
斐
川
に
流
入
し
て

い
る
平
野
井
川
は
、
揖
斐
川
の
水
位
が
上

昇
す
る
と
排
水
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
逆
流

し
て
、
輪
中
堤
と
揖
斐
川
に
は
さ
ま
れ
た

柳
瀬
地
区
な
ど
で
氾
濫
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た

状
況
は
、
明
治

に
な
っ
て
も

改
善
さ
れ
ず
、

「
三
年
一
年
」

（
米
の
収
穫
が

三
年
に
一
度

し
か
な
い
）、

「
水
が
一
遍
し

か
の
ら
な
い
」

（
一
度
冠
水
す
る
と
引
く
こ
と
が
な
く
一
年

中
水
に
浸
か
る
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

木
曽
川
上
流
改
修
　

　

明
治
二
〇
年（
一
八
八
七
）
に
着
工
し
た

木
曽
川
下
流
改
修
工
事（
明
治
改
修
）
が
明

治
四
五
年（
一
九
一
二
）
に
完
成
す
る
と
、

以
前
よ
り
強
か
っ
た
、
上
流
部
の
改
修
を

求
め
る
声
は
い
っ
そ
う
高
ま
り
、
政
府
は

大
正
一
〇
年（
一
九
二
一
）
明
治
改
修
区
間

よ
り
上
流
の

木
曽
川・
長
良

川・
揖
斐
川
と

支
流
の
藪
川

（
根
尾
川
）・
牧

田
川
ほ
か
支

派
川
の
改
修

工
事（
大
正
改

修
）
に
着
手

し
ま
し
た
。

　

神
戸
町
に

係
わ
る
主
な

工
事
と
し
て

は
、
揖
斐
川
筋
で
最
も
大
工
事
で
あ
る
呂

久
地
先
の
新
川
付
替
え
が
最
初
の
工
事
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
巣
郡
巣
南
町
呂

久
地
先（
現
瑞
穂
市
）の
揖
斐
川（
右
岸
側

は
神
戸
町
）は
、
川
幅
が
狭
く
大
き
く
湾
曲

し
て
お
り
、
付
近
は
無
堤
地
で
あ
っ
た
た

め
、
両
岸
一
帯
の
広
大
な
区
域
で
氾
濫
被

害
が
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
湾
曲
の
激

し
い
平
野
井
川
合
流
点
付
近
か
ら
延
長
約

一
、五
〇
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て
直
線
的
に
新
川

を
開
削
・
築

堤
し
、
河
道

の
付
替
え
を

行
い
ま
し

た
。工
事
は
、

大
正
一
二
年

に
着
工
、
大

正
一
四
年
に

新
川
が
竣
工

通
水
し
ま
し

た
。
現
在
、

神
戸
町
と
瑞

穂
市
の
境
界

が
、
呂
久
地
先
で
揖
斐
川
よ
り
西
に
く
い

込
ん
で
い
る
の
は
、
旧
河
道
が
境
界
で
あ

っ
た
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
揖
斐
川
右
岸
神
戸
町
落
合
地
先

か
ら
揖
斐
郡
池
田
町
杉
野
地
先
間
延
長
約

七
、六
〇
〇
ｍ
の
改
修
を
行
い
、
田・
安
次・

丈
六
道
地
内
の
無
堤
で
あ
っ
た
所
を
、
一
、

一
〇
〇
ｍ
の
新
堤
築
造
に
よ
っ
て
こ
れ
を

締
切
り
、悪
水
対
策
と
し
て
新
堤
に
沿
っ
て

新
水
路
五
五
七
七
ｍ
を
開
削
し
て
平
野
井

川
に
合
流
さ
せ
ま
し
た
。
平
野
井
川
の
揖

斐
川
合
流
地
点
に
は
、
逆
流
を
防
ぐ
た
め

平
野
井
川
樋
門
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
参
考
文
献

『
郷
土
の
歴
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昭
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神
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町

『
日
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三
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年
の
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成
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局



国
内
史
上
最
大
の

              

内
陸
型
地
震
・
濃
尾
地
震

 

一
八
九
一
年
一
〇
月
二
八
日
に
、
岐
阜
県

本
巣
郡
根
尾
村（
現
・
本
巣
市
）を
震
源
と
す

る
濃
尾
地
震
が
発
生
。
日
本
に
お
け
る
内
陸

型（
直
下
型
）地
震
と
し
て
は
、
史
上
最
大
の

規
模
で
、
岐
阜
県
・
愛
知
県
を
中
心
に
甚
大

な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

本巣市根尾水鳥の北方に生じた湖水

５

歴
史
記
録

史
上
最
大
の
内
陸
型
地
震
発
生

　

一
二
〇
年
前
の
明
治
二
四
年

（
一
八
九
一
）
一
〇
月
二
八
日
六
時
三
七
分

一
一
秒
、
岐
阜
県
西
部
揖
斐
川
上
流
を
震

源
と
す
る
史
上
最
大
の
内
陸
型
地
震「
濃
尾

地
震
」
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
濃
尾
地
震
に
つ
い
て
、
理
科
年

表（
平
成
二
〇
年
度　

国
立
天
文
台
編
）

に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

『
一
八
九
一
・一
〇
・二
八（
明
治
二
四
）。

三
五・六
度
Ｅ
、一
三
六・六
度
Ｎ
。
Ｍ
＝
８
。

岐
阜
県
西
部：
濃
尾
地
震：
仙
台
以
南
の
全

国
で
地
震
を
感
じ
た
、
わ
が
国
内
陸
地
震

と
し
て
最
大
の
も
の
、
建
物
全
潰
一
四
万

余
、
半
潰
八
万
余
、
死
七
二
七
三
、
山
崩

れ
一
万
余
、
根
尾
谷
を
通
る
大
断
層
を
生

じ
、
水
鳥
で
上
下
六
ｍ
、
水
平
に
二
ｍ
ず

れ
た
。
一
八
九
二
年
一
月
三
日
、九
月
七
日
、

九
四
年
一
月
一
〇
日
の
余
震
で
も
家
屋
破

損
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
。』

　

岐
阜
測
候
所
の
観
測
に
よ
る
と
地
震
は
、

は
じ
め
約
一
〇
秒
間
は
上
下
及
び
水
平
動

で
南
北
へ
震
動
。
つ
い
で
大
烈
震
と
な
り
、

北
西
・
南
東
へ
震
動
。
こ
の
間
約
五
分
間
。

烈
震
と
な
っ
て
一
秒
後
器
械
は
破
損
し
て

其
の
後
測
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、

後
は
南
北
・
南
南
西
・
北
北
東
へ
震
動
を

感
じ
た
と
し
て
い
ま
す
。
地
震
後
二
十
八

日
午
後
一
時
ま
で
は
、
大
地
の
動
揺
は
間

断
な
く
続
き
、
十
月
末
ま
で
に
は
烈
震
四

回
、
強
震
四
〇
回
を
含
み
七
一
五
回
の
震

動
が
あ
り
、
翌
一
一
月
も
烈
震
二
回
、
強

震
二
九
回
を
含
み
一
、〇
八
七
回
の
震
動
が

あ
り
ま
し
た
。
翌
年
は
一
月
三
日
午
後
四

時
に
強
烈
震
が
発
生
し
た
ほ
か
、
一
年
間

に
烈
震
二
回
、
強
震
九
七
回
、
合
計
二
、

九
九
四
回
の
震
動
が
続
き
ま
し
た
。

濃
尾
地
震
と
地
震
学

　

濃
尾
地
震
の
発
震
時
刻
に
複
数
の
時

刻
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
明

治
一
六
年（
一
八
八
三
）
に
岐
阜
測
候
所

が
定
時
観
測
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
ま

た
名
古
屋
第
一
測
候
所
が
明
治
二
三
年

（
一
八
九
〇
）
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
測
候
所
が
何
時
か
ら
地
震
の
観
測
を

行
っ
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
我
が
国
の
地
震
観
測
の
始
ま
り

が
明
治
八
年（
一
八
七
五
）
で
、
内
務
省
地

理
局
に
お
い
て
正
式
の
地
震
観
測
が
始
ま

り
ま
し
た
。
明
治
一
三
年（
一
八
八
〇
）
に

は
多
数
の
煙
突
が
倒
壊
し
た
横
浜
地
震
が

き
っ
か
け
と
な
り
地
震
学
会
が
発
足
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
年
、
振
り
子
型
地
震
計
が

製
作
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
明
治

一
八
年（
一
八
八
五
）
に
は
東
京
気
象
台
よ

り
地
震
報
告
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
の
よ
う
に
統
一
的
な

数
値
が
出
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
岐
阜
測
候
所
と
名
古
屋
測
候

所
の
観
測
値
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い

た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

因
み
に
、
発
震
時
刻
は
岐
阜
測
候
所
で

は
六
時
三
七
分
一
一
秒
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
名
古
屋
測
候
所
で
は
六
時
三
八
分

五
〇
秒
で
し
た
。

　

な
お
、明
治
二
十
五
年（
一
八
九
二
）に
は
、

濃
尾
地
震
を
契
機
と
し
て
震
災
予
防
調
査

会
が
発
足
し
、
建
築
物
の
耐
震
研
究
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査
会
は
、
関
東
大

震
災
を
契
機
と
し
て
東
京
大
学
に
地
震
研

究
所
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
展

的
に
解
消
し
ま
し
た
。

震
源
地
周
辺
の
惨
状

　

震
源
地
と

な
っ
た
岐
阜

県
根
尾
村（
本

巣
市
根
尾
）

で
は
、
そ
の

惨
状
は
目
を

覆
う
ば
か
り

で
あ
っ
て
、

特
に
水み

ど
り鳥

地

内
で
は
高
さ

約
六
ｍ
に
及
ぶ
大
断
層
が
発
生
し
、
現
在

も
そ
の
地
形
を
残
し
天
然
記
念
物
と
し
て

指
定
さ
れ
、「
地
震
断
層
観
察
館
」
内
で
は

断
層
断
面
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
地
形
の
変
貌
は
甚
だ
し
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
根
尾
村
史
に
は
そ
の
模
様
を

次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。

『
こ
の
日
、
一
大
鳴
動
と
と
も
に
左
右
の
山



大垣市（竹嶋町）の震災（瀬古安太郎撮影）

根尾水鳥の地震断層崖

海溝型と内陸型地震の比較

本巣郡北方町の惨状（岐阜県歴史資料館蔵）
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は
忽
ち
崩
壊
し
て
山
形
一
変
し
、
一
時
は

暗
黒
に
な
っ
た
と
い
う
。
村
内
の
人
家
は

殆
ど
が
全
半
潰
、
田
畑
は
悉

こ
と
ご
とく

そ
の
位
置

を
変
え
、
道
路
も
橋
も
土
に
埋
ま
っ
て
そ

の
原
形
を
失
い
、
根
尾
川
河
底
も
著
し
く

高
低
を
生
じ
、
あ
る
い
は
激
流
と
な
り
、

あ
る
い
は
淵
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
能
郷
地

内
の
藤
谷
で
直
径
四
㎞
に
及
ぶ
土
地
が
陥

落
し
た
た
め
に
起
っ
た
も
の
で
、
そ
の
最

も
ひ
ど
か
っ
た
水
鳥
地
内
で
は
、
南
西
側

が
五・五
ｍ
も
沈
下
し
た
と
い
わ
れ
、
水
平

に
二・五
ｍ
も
横
す
べ
り
し
た
。そ
の
た
め
、

岐
阜
市
に
通
ず
る
県
道
は
こ
の
断
層
で
断

ち
切
ら
れ
、
根
尾
川
は
せ
き
止
め
ら
れ
て

氾
濫
し
、
い
た
る
所
に
湖
水
が
で
き
た
。

特
に
水
鳥
の
村
下
か
ら
板
所
の
村
下
に
か

け
て
の
湖
水
は
最
も
大
き
く
、
そ
れ
に
湖

水
の
為
唯
一
の
幹
線
道
路
が
遮
断
さ
れ
、

以
来
大
正
に
な
る
ま
で
も
舟
を
も
っ
て
交

通
の
便
を
は
か
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。』

南
北
に
走
る
裂
線

　

強
烈
な
地
震
動
を
伝
え
る
震
裂
波
動
は
、

震
源
地
を
中
心
と
し
て
南
東
へ
走
り
、
第

一
線
は
高
富
町
を
通
り
各
務
原
市
鵜
沼
の

西
を
経
て
愛
知
県
方
面
に
向
か
い
、
第
二

線
は
、
本
巣
市
金
原
の
東
、
山
県
郡
境
で

第
一
線
か
ら
分
岐
し
、
方
県
郡
を
経
て
岐

阜
市
の
西
を
通
り
笠
松
町
の
東
か
ら
一
宮

市
木
曽
川
町
及
び
一
宮
市
中
心
に
向
か
い

ま
し
た
。
ま
た
、
第
三
線
は
、
震
源
地
か

ら
大
井・
水
鳥・
宇
津
志・
高
科・
岐
礼・
府

内
か
ら
結
城・
黒
野
の
西
を
経
て
神
戸
大
垣

を
南
下
し
、
中
島
郡
の
西
端
か
ら
木
曽
川

を
渡
り
愛
知
県
に
入
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
海
側
に
対
し
て
も
三
線
の

裂
線
が
あ
り
、
各
地
に
土
地
の
陥
落・隆
起・

崩
壊
・
埋
没
・
築
堤
道
路
の
破
壊
・
土
砂
噴

出
等
の
地
形
の
大
変
貌
を
生
じ
て
い
ま
す
。

　

特
に
濃
尾
地
震
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の

は
根
尾
谷
に
生
じ
た
地
震
断
層
で
、
一
般

に
は
地
下
に
あ
る
た
め
確
認
し
難
い
の
で

す
が
、
水
鳥
地
区（
本
巣
市
根
尾
）
で
は
、

上
下
方
向
に
最
大
六
ｍ
、
水
平
方
向
に
約

四
ｍ
の
断
層

崖
を
地
表
に

現
し
ま
し
た
。

こ
の
根
尾
断

層
は
能
郷
白

山
付
近
か
ら

本
巣
市
根
尾

を
経
て
、
本

巣
市
本
巣
町
川
内
東
方
に
至
る
延
長
三
七

㎞
の
断
層
で
す
が
、
途
中
、
中
村
地
区
や

金
原
地
区
で
は
最
大
八
ｍ
の
食
い
違
い

が
出
来
る
な
ど
地
震
断
層
と
し
て
は
延
長

三
五
㎞
の
断
層
が
出
現
し
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
伊
自
良
村
池
原
か
ら
関
市
柳
洞
付
近

に
至
る「
梅
原
断
層
」
や
根
尾
谷
断
層
の
北

西
延
長
部

に
あ
た
る

「
温
見
断
層
」

な
ど
を
加

え
る
と
総

計
八
〇
㎞

の
地
震
断

層
が
出
現

し
ま
し
た
。

海
溝
型
地
震
と
内
陸
型
地
震

　

地
震
に
は
海
溝
型
地
震
と
内
陸
型
地
震

の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
海
溝
型

地
震
は
海
底
に
お
い
て
プ
レ
ー
ト
相
互
の

ぶ
つ
か
り
合
い
に
よ
っ
て
プ
レ
ー
ト
境
界

面
に
発
生
す
る「
プ
レ
ー
ト
性
地
震
」
と

も
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
東
海
地
震
や
東
南

海
地
震
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
地
震
で
す
。

内
陸
型
地
震
は
、
プ
レ
ー
ト
間
に
加
わ
る

ひ
ず
み
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
境
界
面
で
解
消
せ

ず
内
陸
に
お
い
て
断
層
を
生
じ
て
発
生
す

る
地
震
で
、
濃
尾
地
震
や
阪
神
淡
路
地
震

な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
周
辺
で
発
生
す
る
海
溝
型
地

震
の
最
大
は
Ｍ
８
級
で
、
多
く
は
津
波
を

伴
っ
て
広
い
地
域
に
大
き
な
被
害
を
与
え

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
内
陸
型
地
震
は
最
大
Ｍ

７
級
で
海
溝
型
地
震
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
一
桁
小
さ
い
地
震
で
す
が
、

し
か
し
、
こ
の
地
震
は
我
々
が
住
ん
で
い

る
直
下
で
発
生
す
る
た
め
局
地
的
で
あ
っ

て
も
激
し
い
揺
れ
を
を
伴
い
、
人
命
や
家

屋
財
産・
公
共
施
設
に
甚
大
な
被
害
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

表
は
明
治
以
降
現
在
ま
で
に
発
生
し
た

海
溝
型
地
震
と
内
陸
型
地
震
の
上
位
一
〇

位
を
一
覧
表
と
し
た
も
の
で
す
。
海
溝
型

地
震
が
Ｍ
８
級
で
あ
る
の
に
対
し
て
、　

内

陸
型
地
震
で
は
Ｍ
７
級
で
あ
る
に
も
拘
わ

ら
ず
死
者
の
数
が
圧
倒
的
に
多
く
被
害
の

大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
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濃尾地震の震度分布　（気象庁 , 1983）
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被
害
の
区
域
は
東
北
か
ら
九
州
ま
で

　

地
震
の
影
響
は
、
東
は
仙
台
か
ら
西
は

九
州
に
ま
で
及
び
ま
し
た
。
震
度
Ⅲ
か
ら

Ⅳ（
中
震
か
ら
弱
震
）
の
区
域
は
栃
木
県
か

ら
島
根
県
ま
で
の
広
範
囲
に
及
び
、
震
度

Ⅴ（
強
震
）
の
区
域
は
群
馬
県
西
部
か
ら
兵

庫
県
東
部
ま
で
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
岐
阜・
愛
知
県
を
中
心
に
一
四

府
県
で
被
害
が
発
生
し
、
死
者
七
、八
八
五

人
、
負
傷
者
二
一
、三
三
四
人
、
住
家
全
壊

九
三
、四
二
一
戸
、
住
家
半
壊
七
〇
、〇
二
七

戸
、
焼
失
家
屋
七
、六
七
〇
戸
に
及
び
ま
し

た
が
、
震
源
地
の
岐
阜
県
が
最
も
大
き
く
、

次
い
で
愛
知
県
・
福
井
県
・
滋
賀
県
・
三
重

県
・
大
阪
府
に
被

害
が
顕
著
で
し
た
。

　

岐
阜
県
と
愛
知

県
の
死
者
数
は

七
、七
八
六
人
で

全
国
の
九
八
・七

％
、
住
家
全
壊
戸

数
に
お
い
て
も

九
一
、七
八
三
戸
と

全
国
の
九
八
・
二

％
を
占
め
て
い
る

よ
う
に
両
県
の
被

害
が
突
出
し
て
い

ま
す
。甚

大
な
岐
阜
県
内
の
被
害

　

岐
阜
県
内
の
被
害
は
、
南
北
に
走
る
裂

線
に
沿
っ
て
発
生
し
、
中
島
郡
・
羽
栗
郡
・

安
八
郡
な
ど
を
中
心
に
、
死
者
五
、一
四
八

人
は
全
国
の
六
五
・三
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
住
家
全
壊
数
も
五
二
、六
九
〇
戸
を
数

え
、
こ
れ
も
全
国
の
五
六・四
％
を
占
め
て

い
る
よ
う
に
全
国
の
被
害
の
約
六
割
を
岐

阜
県
内
で
占
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
震
源
地
の
根
尾
村（
本
巣
市

根
尾
）
で
は
、
総
人
口
四
、二
五
三
人
の
う

ち
一
二
五
人
が
死
亡
し
総
戸
数
七
九
一
戸

の
う
ち
五
〇
八
戸
が
全
壊
し
、
震
源
地
近

傍
で
は
全
滅
の
状
態
で
し
た
。

　

裂
線
上
に
あ
っ
た
大
垣
町（
現
大
垣
市
）

の
被
害
も
大
き
く
総
人
口
の
三・六
％
に
あ

た
る
六
七
〇
人
の
死
者
を
出
し
、
総
戸
数

の
八
〇
・一
％
に
あ
た
る
三
、五
八
六
戸
の

家
屋
が
全
半
壊
し
、
ま
た
火
災
の
発
生
に

よ
っ
て
多
く
の
家
屋
が
焼
失
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
垣
町
の
被
害
は「
濃
尾
震
誌
」
に

よ
る
と
、

『
一
震
の
下
、
万
骨
枯
る
。
大
垣
町
の
惨
状

は
こ
の
言
葉
に
つ
き
る
。
二
十
八
日
午
前

六
時
三
十
分
頃
大
き
な
轟
音
と
共
に
、
大

地
が
震
動
し
、
四
千
の
人
家
は
倒
壊
し
、

二
万
の
人
口
は
家
の
下
じ
き
と
な
っ
た
。

ほ
こ
り
が
す
ご
く
立
ち
こ
め
濃
霧
の
よ
う

に
う
す
ぐ
ら
く
な
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
し

て
土
ぼ
こ
り
が
お
さ
ま
っ
た
時
、
建
ち
並

ん
で
い
た
家
は
夢
の
よ
う
に
消
え
、
倒
れ

く
だ
け
た
柱
や
は
り・
散
乱
す
る
瓦
な
ど
が

一
面
に
あ
ら
わ
れ
た
。
倒
れ
た
家
々
の
下

か
ら
は
泣
き
叫
ぶ
声
が
聞
え
、
ま
る
で
地

獄
の
よ
う
な
あ
り
さ
ま
と
な
っ
た
。
生
命

だ
け
助
か
っ
た
が
、
深
い
傷
を
負
っ
た
者

も
、
屋
根
や
壁
を
つ
き
破
っ
て
ど
う
に
か

外
へ
逃
げ
出
し
た
者
も
あ
る
。
そ
の
う
ち

火
災
が
起
こ
り
、
次
々
と
燃
え
う
つ
っ
て

行
く
。』

　

ま
た
、
笠
松
町
で
も
総
人
口
の
四・二
％

に
あ
た
る
二
〇
一
人
が
死
亡
し
、
総
戸
数

の
九
七
・五
％
に
当
た
る
九
八
〇
戸
が
全

半
壊
し
大
半
が
火
災
に
よ
り
焼
失
し
ま
し

た
。

木
曽
三
川
の
被
害

　

地
震
の
被
害
は
、
人
的
被
害
や
建
物
被

害
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
田
畑
や
道
路・

堤
防
な
ど
大
地
の
上
に
存
在
す
る
全
て
の

施
設
に
及
び
木
曽
三
川
の
堤
防
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

岐
阜
県
に
お
い
て
は
、道
路
は
約
一
、

六
八
四
㎞
、
橋
梁
も
約
一
三
〇
ヶ
所
が
破

壊
さ
れ
ま
し
た
。
河
川
堤
防
も
約
七
五
二

㎞
に
わ
た
っ
て
破
壊
さ
れ
、
出
水
に
よ
る

二
次
災
害
が
深
刻
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
に
お
い
て
は
調
査
の
結
果
、

木
曽
三
川
の
復
旧
工
事
の
み
で
も
延
長

一
三
六
㎞
、
復
旧
工
事
費
は
約
八
一
万
円

の
巨
額
に
の
ぼ
る
こ
と
か
ら
、
到
底
県

費
の
負
担
に
は
た
え
ら
れ
な
い
と
し
て
、

十
一
月
七
日
に
内
務
大
臣
に
対
し
て
木
曽

長
良
揖
斐
等
震
裂
堤
塘
樋
管
修
繕
費
御
下

付
ノ
義
伺
を
た
て
ま
し
た
。

　

愛
知
県
に
お
い
て
も
同
様
の
事
情
で
し

た
か
ら
、
国
は
臨
時
支
出
金
と
し
て
、
岐

阜
県
一
五
〇
万
円
、
愛
知
県
七
五
万
円
の

合
計
二
二
五
万
円
の
支
出
を
決
定
し
て
い

ま
す
。
因
み
に
、
明
治
二
〇
年
に
着
手
さ

れ
た
木
曽
川
改
修
工
事（
明
治
改
修
）
の
総

予
算
額
が
四
百
二
万
円
余
で
し
た
か
ら
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
濃
尾
地
震
災
害
の
大
き

さ
が
想
像
で
き
ま
す
。

■
参
考
・
引
用
文
献

『
理
科
年
表
』　

平
成
二
〇
年　

国
立
天
文
台

『
岐
阜
県
治
水
史　
下
巻
』　
昭
和
二
八
年
三
月　

岐
阜
県

『
根
尾
村
史
』『
濃
尾
地
震
か
ら
一
〇
〇
年　
今
、防
災

を
考
え
る
』『
新
修
大
垣
市
史　

通
史
編
二
』

　
昭
和
四
三
年
四
月
一
日　

大
垣
市

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』　
平
成
七
年
三
月

　

二
十
五
日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
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木
曽
三
川
下
流
部
の
土
地
形
成

　

現
在
は
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
木
曽
三

川
が
分
流
さ
れ
、伊
勢
湾
に
注
い
で
い
る
が
、

も
と
も
と
の
こ
の
地
域
の
土
地
形
成
は
、
こ

れ
ら
の
川
が
土
砂
を
堆
積
さ
せ
形
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
洪
積
世
に
お
い
て
は
、
伊

勢
湾
が
濃
尾
平
野
の
奥
深
く
ま
で
入
り
込

ん
で
お
り
、
現
在
で
も
平
野
部
の
山
際
に

お
い
て
は
海
の
生
物
の
化
石
が
見
つ
け
ら

れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
地
域
の
土
地
形

成
が
行
わ
れ
た
の
は
何
時
ご
ろ
で
あ
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
考
古
学
の
成
果
か
ら
で
も

推
定
さ
れ
る
縄
文
時
代
の
海
岸
線

や
弥
生
時
代
の
海
岸
線
等
か
ら
見

て
も
一
見
、
徐
々
に
北
か
ら
南
に

向
か
い
土
地
形
成
が
行
わ
れ
て
い

っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に

は
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
を
た
ど
っ
て

い
く
と
い
う
手
法
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
単
純
に
海
岸
線
と
い
う
よ

う
な
線
で
つ
な
が
る
よ
う
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
れ
は
江
戸
期
の
絵
図
か
ら
見
て
も
明
ら

か
な
よ
う
に
河
口
部
の
土
地
形
成
は
、
干

潟
上
の
も
の
が
点
在
し
て
い
っ
て
い
る
た

め
、
海
岸
線
と
い
う
よ
り
は
点
状
の
入
り

組
ん
だ
海
岸
を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
堆
積
し
た
土
砂
に
集
落

が
形
成
さ
れ
始
め
る
と
、
必
然
的
に
堤
防

が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
江
戸
期
の
記

録
を
見
て
も
中
州
が
形
成
さ
れ
る
と
、
資

本
が
投
入
さ
れ
、
堤
防
が
形
成
さ
れ
、
新

田
輪
中
が
完
成
す
る
。
こ
の
時
点
に
お
い

て
堤
防
の
内
側（
堤
内
地
）は
、
水
路
と
遊

水
地
な
ど
土
地
活
用
が
で
き
な
い
部
分
を

除
い
て
す
べ
て
水
田
と
し
て
開
発
さ
れ
、

居
住
地
と
し
て
土
地
は
、
水
田
と
し
て
使

用
で
き
ず
、
ま
た
、
中
州
の
中
で
最
も
高

く
て
水
害
の
危
険
性
の
少
な
い
堤
防
上
が

当
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
近
代

ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
痕
跡

は
、
現
在
の
地
図
に
お
い
て
も
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

古
図
か
ら
見
た
土
地
形
成

　

中
世
以
前
に
描
か
れ
た
木
曽
三
川
下
流

域
だ
け
の
絵
図
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
れ

ば
、
土
地
形
成
の
進
行
状
況
が
よ
り
明
ら

か
な
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
信
憑
性
の
あ
る
も
の
の
存
在
自

体
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
の
た
め
参
考
と
な

る
も
の
が
な
い
た
め
、
長
島
町
史
に
描
か

れ
て
い
る
古
図
を
参
考
に
考
え
て
み
る
。

（
図
１
）
か
ら
現
在
の
長
島
や
木
曽
岬
付

近
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
大
字
程

度
の
地
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
木
曽
三
川

の
輪
中
の
形
成
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
が
、

こ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
各
島
が

後
に
輪
中
を
形
成
し
て
い
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
室
町
期
に
現
在
定
義
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
懸
け
回
し
堤
が
形
成
さ
れ
て

い
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の

元
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
だ
け
は
明
ら
か
で
あ
る
。
実
は
、
長

島
古
今
図
考
記
に
よ
れ
ば
、
元
和
年
間
の

長
島
輪
中
の
図
を
見
る
と
す
で
に（
図
１
）

の
島
が
七
つ
の
輪
中
を
形
成
し
て
い
た
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
元
和

年
中
に
は
こ
れ
ら
の
七
輪
中
が
一
輪
中
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
集
落
の
状

況
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
長
島
で

は
鰻
江
川
上
流
の
旧
集
落
や
木
曽
岬
で
は

上
流
部
分
に
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
、

中
洲
が
発
達
し
た
も
の
が
大
字
程
度
の
小

輪
中
を
形
成
し
、
そ
れ
ら
が
複
合
輪
中
化

し
、
長
島
輪
中
な
ど
を
形
成
し
て
い
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
、
長
島
輪

中
の
上
流
部
の
旧
集
落
に
つ
い
て
は
、
室

町
期
に
形
成
さ
れ
た
集
落
と
考
え
ら
れ
、

こ
れ
ら
が
懸
け
回
し
堤
で
あ
れ
ば
、
輪
中

の
形
成
は
そ
の
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と

に
な
る
。

輪
中
の
土
地
利
用

　

輪
中
の
形
成
か
ら
考
え
、
そ
の
土
地
利

用
は
、
水
田
の
開
発
に
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
水
の
利
用
か
ら
も
、
中
洲
ま
た
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は
丘
陵
下
の
堆
積
地
に
お
い
て
は
、
堤
防

の
完
成
後
、
天
井
川
化
が
始
ま
り
、
堤

内
地
と
河
川
の
水
面
と
の
逆
転
現
象
が

起
こ
り
、
堤
内
へ
の
入
水
は
容
易
に
な
る

も
の
の
、
そ
の
排
水
は
困
難
な
も
の
に
な

る
。
こ
の
た
め
入
水
に
対
し
て
は
あ
ま
り

多
く
な
い
が
数
箇
所
で
で
き
た
が
、
排
水

に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
お
い
て

樋
門
や
樋
管
を
通
し
て
、
逆
サ
イ
ホ
ン
な

ど
と
と
も
に
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
解
か
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
輪
中
内
に
お
い
て

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
水
田
で
あ
り
、
多

く
の
と
こ
ろ
で
長
期
に
わ
た
る
冠
水
化
現

象
が
お
き
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

冠
水
に
よ
る
多
量
の
水
は
同
時
に
渇
水
期

（
秋
か
ら
春
に
か
け
て
の
冬
季
）
の
裏
作
栽

培
に
適
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
江
戸
期

に
は
菜
種
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
か

ら
も
こ
の
こ
と
が
こ
の
地
域
に
お
け
る
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
木
曽
三

川
下
流
域
が
過
去
現
在
を
通
し
て
、
穀
物

等
の
栽
培
に
適
し
て
お

り
、
と
く
に
稲
作
に
お

け
る
水
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
他
所
で
は
近
年

ま
で
水
不
足
に
な
る
と

水
争
い
が
お
こ
っ
た
り
、

旱か
ん
ば
つ魃

に
な
る
と
収
穫
が

激
減
す
る
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
の
と
は
裏
腹

に
、
洪
水
さ
え
な
け
れ

ば
収
穫
が
約
束
さ
れ
た

地
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
洪
水
に
よ
っ
て

上
流
か
ら
多
量
の
土
砂
が
流
入
す
る
こ
と

で
、
河
川
の
氾
濫
は
河
口
部
に
お
い
て
は
、

豊
作
が
約
束
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な

お
、
江
戸
期
に
は
長
島
藩
に
お
い
て
長
島

輪
中
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
東
西
に
わ
た
る
井い

桁げ
た

が
作
ら
れ
、
輪
中
内
の
上
流
部
に
お
い

て
の
洪
水
を
誘
発
し
て
土
砂
の
流
入
を
行

い
、
下
流
部
の
客
土
と
し
た
こ
と
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
洪
水
を
利
用
し
、

土
地
形
成
だ
け
で
な
く
、
作
物
の
栽
培
管

理
ま
で
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
水
と

の
戦
い
と
い
う
よ
り
も
水
と
共
生
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

流
通
経
済
の
拠
点
と
し
て
の
長
島

　

木
曽
三
川
下
流
域
は
、
米
作
を
中
心
と

し
た
穀
倉
地
帯
で
あ
る
こ
と
は
、
江
戸
時

代
の
各
藩
の
石
高
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

が
、
全
国
で
も
屈
指
の
作
物
の
集
散
地
と

し
て
の
位
置
づ
け
も
あ
る
。
近
年
ま
で
物

流
は
陸
上
交
通
よ
り
も
む
し
ろ
舟
運
に
負

う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
江
戸
期
で
も
全
国

で
盛
ん
に
河
川
の
掘
削
が
行
わ
れ
、
舟
運

が
物
流
の
主
流
で
あ
っ
た
し
、
昭
和
に
な

っ
て
も
物
資
の
輸
送
の
た
め
に
は
伊
勢
湾

と
若
狭
湾
を
結
ぶ
運
河
が
計
画
さ
れ
た
り

し
て
い
た
。
し
か
し
、
中
世
に
お
い
て
も

木
曽
三
川
は
、
中
部
日
本
に
お
い
て
は
、

流
通
の
大
動
脈
で
あ
っ
た
。
当
時
の
詳
細

な
資
料
は
、
現
存
し
て
い
な
い
が
、
木
曽

三
川
の
流
域
面
積
は
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
の

四
国
の
半
分
ほ
ど
の
面
積
を
占
め
、
相
当

な
山
間
部
ま
で
舟
運
が
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
筏
な
ど
は
冬

季
の
積
雪
を
利
用
し
、
山
頂
付
近
か
ら
切

り
落
と
さ
れ
、
筏
場
で
組
み
立
て
ら
れ
て
、

下
流
ま
で
運
ば
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
間

に
中
流
域
に
お
い
て
は
川
港
が
発
達
し
、

船
頭
の
入
れ
替
え
な
ど
が
行
わ
れ
た
が
、

最
下
流
に
お
い
て
は
、
船
頭
の
入
れ
替
え

だ
け
で
な
く
、
筏

い
か
だの

組
み
替
え
も
行
わ
れ

て
お
り
、
一
枚
の
筏
が
も
た
ら
す
経
済
的

効
果
は
小
さ
く
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
舟

運
で
は
山
間
部
や
中
間
部
で
収
穫
さ
れ
た

産
物
が
河
口
付
近
に
運
ば
れ
て
き
て
お
り
、

そ
れ
ら
が
河
口
で
は
海
舟
に
積
み
替
え
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
物
が
動
き
人
が
動
く

こ
と
は
多
大
な
経
済
効
果
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
な
お
、
川
舟
は
上
流
に
向
か
っ

て
帰
る
際
に
は
、
よ
り
軽
い
も
の
を
乗
せ

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
河
口
部
で
作
ら

れ
た
灰
が
船
倉
に
積
み
込
ま
れ
、
上
流
部

（
山
間
部
）
で
の
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
の
理
由
で
、
河
口
に
位
置
す
る
長

島
は
、
河
川
と
海
を
結
ぶ
重
要
な
接
点
で

あ
り
、
舟
運
の
発
達
に
よ
り
中
流
部
で
の

川
港
以
上
に
多
く
の
物
資
が
運
び
込
ま
れ
、

経
済
の
重
要
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。

一
向
宗
と
長
島
願が
ん
し
ょ
う
じ

證
寺

　

一
向
宗
と
は
、
浄
土
真
宗
を
含
む
一
向

念
仏
を
唱
え
る
宗
派
の
総
称
で
、
現
在
の

よ
う
な
明
確
な
宗
旨
や
宗
派
の
区
別
は
な

く
、
浄
土
真
宗
自
体
も
数
多
く
の
宗
派
に

分
か
れ
て
お
り
、
伊
勢
国
に
お
い
て
も
中

勢
に
は
同
じ
浄
土
真
宗

の
高
田
派
の
本
山
で
あ

る
専
修
寺
が
あ
り
、
大

き
な
影
響
力
を
持
っ
て

い
た
。
こ
の
地
域
に
お

け
る
浄
土
真
宗
の
教
勢

拡
大
は
本
願
寺
派
の
八

世
の
蓮
如
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
特
に

長
島
で
は
、
願
證
寺
誌

に
よ
れ
ば
、
そ
の
開
基
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は
蓮
如
の
子
の
蓮

れ
ん
じ
ゅ
ん淳

と
さ
れ
る
が
、
実
際

に
は
長
島
町
誌
に
あ
る
よ
う
に
そ
の
以
前

に
法
泉
寺
と
い
う
か
な
り
の
大
寺
が
あ
り
、

こ
の
地
方
一
帯
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

蓮
淳
が
入
っ
て
か
ら
は
そ
の
勢
力
は
一
層

拡
大
さ
れ
、
長
島
が
東
西
交
通
の
要
衝
で

も
あ
り
、
舟
運
に
お
け
る
南
北
交
通
等
の

要
で
も
あ
っ
た
た
め
、
長
島
願
證
寺
の
重

要
性
は
増
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
中
世
に

お
い
て
の
浄
土
真
宗
は
、
寺
を
中
心
に
寺

内
町
を
形
成
す
る
こ
と
が
多
く
、
長
島
に

お
い
て
も
願
證
寺
を
中
心
と
し
た
都
市
を

形
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
川
の
河
口
が
重
要
な
経
済
拠

点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
が
、

交
通
と
経
済
・
宗
教
を
あ
わ
せ
て
み
る
と

現
在
の
長
島
と
は
ま
っ
た
く
違
う
寺
内
町

長
島
の
存
在
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
中
世
の
中
ご
ろ
は
現
在
の
長
島

城
付
近
に
お
い
て
、
海
岸
線
が
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
中
世
の
長
島
城
は
、

伊
勢
湾
の
最
奥
の
河
口
に
広
が
る
干
潟
に

城
域
の
形
成
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
勢せ

い
よ
う
ご
れ
い
い
き
ょ
う

陽
五
鈴
遺
響
に
よ
れ
ば

元
亀
元
年
ま
で
は
長
島
城
は
伊
藤
重
晴
と

い
う
中
勢
の
長
野
氏
の
一
族
が
支
配
し
て

い
た
と
な
っ
て
お
り
、
長
島
願
證
寺
と
の

関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
か
な
り
近
い
距

離
に
巨
大
な
経
済
圏
が
重
な
っ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
、
元
亀
元
年
以
降
は
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
長
島
願
證
寺
と
長
島
城
は
互

い
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
木
曽
三
川
下
流

域
や
北
伊
勢
方
面
を
支
配
下
に
お
い
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

永
禄
年
間
か
ら
元
亀
・
天
正
年
間
の
長
島

　

い
わ
ゆ
る
戦
国
時
代
の
後
期
の
合
戦
は
、

石
つ
ぶ
て
の
投
げ
あ
い
か
ら
始
ま
り
、
弓

矢
や
鉄
砲
な
ど
距
離
を
お
い
た
戦
い
が
あ

り
、
や
り
合
戦
・
組
討
と
距
離
が
縮
ま
っ

て
い
く
。
し
か
し
、
長
島
に
お
け
る
合
戦

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、

当
時
の
資
料
と
し
て
の
信
長
公
記
に
よ
れ

ば
、
相
当
大
規
模
な
戦
い
が
三
回
以
上
行

わ
れ
て
い
る
。
戦
い
で
の
軍
勢
の
正
確
な

人
数
は
わ
か
ら
な
い
が
、
信
長
方
だ
け
で

一
回
に
五
万
人
か
ら
七
万
人
と
言
う
膨
大

な
人
数
が
投
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

荷に

だ駄
隊た

い

や
雑
用
等
の
直
接
戦
闘
に
参
加
し

な
い
人
数
を
除
く
と
、
実
際
の
戦
闘
に
は

そ
の
半
数
以
下
の
戦
闘
員
で
あ
っ
た
こ
と

と
思
わ
れ
る
が
、
木
曽
三
川
下
流
付
近
の

地
形
を
考
え
る
と
、
例
え
ば
、
大
垣
か
ら

揖
斐
川
沿
い
を
南
下
す
る
た
め
に
は
横
隊

で
は
な
く
縦
隊
で
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
、
相
当
長
い
隊
列（
万
単
位
で
の
軍

勢
で
あ
れ
ば
数
キ
ロ
に
及
ぶ
）
が
必
要
と

な
り
、
長
島
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
側
面
か

ら
の
攻
撃
に
対
し
て
の
対
応
は
、
不
可
能

に
な
る
。
ま
た
、
岐
阜
か
ら
最
短
距
離
の

直
線
で
南
下
す
る
場
合
は
、
当
事
の
木
曽

三
川
は
網
の
目
の
よ
う
に
乱
流
し
て
い
た

は
ず
だ
か
ら
、
武
器
や
武
具
を
持
っ
て
の

渡
川
は
軍
勢
の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど

困
難
な
も
の
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
上
現

在
で
も
長
島
と
岐
阜
と
の
高
低
差
が
一
〇

ｍ
ほ
ど
し
か
な
く
、
当
事
は
堤
防
高
も
現

在
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
低
か
っ
た

は
ず
で
あ
り
、
当
然
大
規
模
な
建
造
物
は

ほ
と
ん
ど
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
長
島

の
堤
防
上
か
ら
は
る
か
岐
阜
近
く
ま
で
は

見
渡
た
せ
た
に
違
い
な
く
、
現
在
で
も
多

度
山
の
ふ
も
と
か
ら
充
分
に
岐
阜
城
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
濃
尾
平

野
の
西
南
部
の
低
平
地
で
の
大
規
模
な
人

の
動
き
は
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
て
い
た

は
ず
で
あ
る
。
そ
の
上
、
明
治
の
初
め
の

資
料
で
さ
え
、
岐
阜
か
ら
桑
名
ま
で
船
で

南
下
す
る
に
は
二
日
以
上
か
か
っ
て
お
り
、

い
か
に
当
時
の
時
間
の
動
き
が
現
在
と
は

違
っ
て
い
て
も
戦
闘
に
対
応
す
る
時
間
は

か
な
り
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
長
島
一
向
一
揆
と

呼
ば
れ
る
戦
い
は
、
当
時
の
木
曽
三
川
下

流
域
を
地
形
か
ら
考
え
て
、
信
長
公
記
に

描
か
れ
て
い
る
長
島
一
向
一
揆
の
様
子
が
、

当
時
の
事
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
例
え

ば
、
低
湿
地
帯
で
あ
っ
た
長
島
周
辺
で
の

馬
の
使
用
は
不
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
だ
し
、

下
流
域
で
の
島
は
、
砦
化
し
て
い
る
は
ず

だ
か
ら
、
舟
で
の
移
動
は
困
難
を
極
め
、

重
装
備
の
兵
力
の
移
動
は
難
し
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
ま
た
、
大
人
数
が
集
ま
る
よ

う
な
広
い
場
所
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑

問
で
あ
っ
た
し
、
一
方
的
な
攻
撃
な
ら
い

ざ
し
ら
ず
、
双
方
が
戦
い
あ
う
よ
う
な
場

所
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、
大
規
模
な
戦
闘
が
一
斉
に
行
わ
れ

る
よ
う
な
場
所
も
、
縦
横
に
走
り
回
れ
る

よ
う
な
場
所
も
長
島
周
辺
で
は
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ず
、
現
在
の
映
像
と
し
て
見

ら
れ
る
よ
う
な
馬
に
乗
っ
て
勇
壮
に
戦
っ

た
り
、
武
装
集
団
の
海
戦
が
あ
っ
た
と
は

到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

今
後
、
戦
国
期
の
合
戦
を
考
え
て
い
く

場
合
、
当
時
の
地
形
や
景
観
を
考
慮
に
入

れ
て
考
察
を
加
え
な
け
れ
ば
、
実
際
の
時

間
の
経
過

や
そ
の
場

で
の
様
子

な
ど
現
在

の
地
図
だ

け
で
判
断

す
る
こ
と

は
非
常
に

危
険
で
あ

り
、
実
態
と

は
か
け
離

れ
た
も
の

と
な
る
公

算
が
高
い

の
で
あ
る
。
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